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１．ドクターヘリ利用の現状１．ドクターヘリ利用の現状

久留米大学病院ドクターヘリを福岡県と共同運航（平成15年9月30日～）

【要因】 ・久留米大学病院からのヘリ飛行時間

⇒西部圏域のほとんどの箇所が要請から約20分を要する。
・佐世保市内の高次救急病院まで15分程度で救急搬送可能

★救命率の向上、後遺症の軽減のためには、ドクターヘリの

利用による現場等での救急医の迅速な治療が必要。

課題課題 ◎西部医療圏は他圏域と比較して出動件数が少ない。



２．長崎県ドクターヘリの現状２．長崎県ドクターヘリの現状

○基地病院 国立病院機構長崎医療センター（長崎県大村市）

総病床数643床、救命救急センター

○運航開始 平成18年12月

○運航実績 H18.12～H21.3



３．長崎県ドクターヘリの共同運航を開始します。３．長崎県ドクターヘリの共同運航を開始します。

○共同運航開始日

平成21年10月26日ドクターヘリ運航エリア
（75km圏：約20分） ○共同運航の基本運航エリア

・福岡県ドクターヘリ（佐賀広域、

神埼、鳥栖・三養基、唐津の４消

防本部管内）

・長崎県ドクターヘリ（伊万里、

有田、杵藤の３消防本部管内）

①西部圏域における利便性が向上する。

②基本運航エリアのドクターヘリが出動中

である場合は、もう一方のドクターヘリを

要請することが可能。県内全域を二重化す

ることで更なる救命率の向上・後遺症の軽

減が図られる。

効果効果



今後も安心感のもてる良質かつ適切な
医療提供体制の充実に努めます。

今後も安心感のもてる良質かつ適切な
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